
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組１】（Ａ中学校） 

不登校対応巡回教員は、校内に設置された ＳＳＲ（スペシャルサポートルーム） 

とＳＴＥＰ（学習支援室） の２つの部屋を活用し、生徒の心理 

状況や学習ニーズに応じた支援を行っている。これにより、生 

徒が安心して過ごせる居場所を確保し、学び直しや人間関係の 

再構築を支援している。 

・ＳＳＲ（スペシャルサポートルーム） 

生徒が落ち着いて過ごせる環境を整備し、心理的安定を図っ 

ている。個別相談やカウンセリングを実施し、悩みや不安を軽 

減する。学習面では、授業で理解できなかった内容を補習し、 

授業から取り残されないようフォローしている。 

生徒同士の交流を促す軽い活動（カードゲーム、読書会など）を実施し、孤立感を

減らす。 

・ＳＴＥＰ（学習支援室） 

学習を主軸とした支援を行い、集中できる環境を提供している。 

個別学習計画を作成し、達成感を得られる課題設定を実施すると 

ともに各教科の質問への対応や、宿題・課題の支援を行う。 

・支援体制 

金曜日以外は、校内別室指導支援員や不登校対応巡回教員が常 

駐し、継続的な支援が可能な体制を整えている。これにより、生徒は安心して利用で

き、教室復帰へのステップとして活用されている。 

  

【取組２】（Ｂ中学校） 

 生徒の状況に応じて、授業に「安心感」、「自己決定の場」、「達成感」を取り入れる

よう支援している。例えば、保健体育の授業では、難易度を選べる課題を設定し、教

員が実演を交えて分かりやすく説明することで、生徒が自分自身に合った課題を選

び、成功体験を重ねることができるよう工夫している。 

 

【取組３】（Ａ中学校） 

 不登校対応巡回教員が、校内研修で不登校の定義や東京都の現状を周知し、不登校

への理解を促した。さらに、事例検討やロールプレイを通じて、担任・学年・不登校

対応巡回教員の職務内容や、生徒への効果的な声掛けを学ぶ機会を提供した。 
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新たな不登校が生じない取組 （「未然防止」の取組） 

不登校が生じない魅力ある学校・学年・学級づくりの推進 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 様々な取組をする中で、不登校から少しず

つ学校へ登校することができるようになって

きている。今後も継続して支援の充実に努め

たい。 

成 果 

 保護者との共通理解を図りなが

ら、当該生徒への支援の充実を図っ

ていくために、関係機関と連携を深

めていく必要がある。 

課 題 

多様な学びの場を確保する取組 
（「早期支援」及び「長期化への対応」の取組）の推進 

月１回の支援会議を行っている。校内

別室につなげたほうが良いと思われる生

徒がいる場合には、臨時でケース会議を

開催している。外出ができない、又は登

校ができない状態になる前に学校に登校

できるように早期の支援を図っている。 

家庭訪問を実施し、保護者から不登校

に至る経緯や現在の状況を聞き取り、ニ

ーズを把握した。その上で、校内別室の

利用や登校支援の方法を提示し、段階的

な支援を計画した。結果として、定期的

な校内別室への登校が定着し、学校との

つながりを回復することができた。 

 一人１台端末内の学習用コンテンツで

学習内容の復習などを生徒個人が学習に

取り組んでいる。今後は、生徒のニーズ

に合わせ、ＶＬＰを活用するなど、生徒

の状況に応じた支援を行っていく。 

 ＳＳＷやＳＣと連携し、家庭の状況や

当該生徒の思いを把握し、共通理解を図

って、信頼関係の構築に努めている。配

慮が必要な生徒や保護者に対して、丁寧

に対応することを心掛けている。 

支援会議（Ｃ中学校） アウトリーチによる支援（Ａ中学校） 

デジタル機器を活用した支援（Ｃ中学校） 

校） 

 

関係機関との連携（全巡回担当校） 

 

 

教室には入れない場合でも校内別室でクールダウンをして落ち着かせ、出席できる

授業に参加している。 

 

 

 

 

 

 

校内別室における支援（Ｄ中学校） 


